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2023 年 12 月 24 日 

 

全国高等学校駅伝競走大会 大会要項の変更について 

 

全国高等学校駅伝競走大会実行委員会 

 

 全国高等学校駅伝競走大会は、令和 6 年度男子第 75 回・女子第 36 回大会（2024 年 12

月 22 日開催予定）から、大会要項を以下の点を変更して実施することを承認しました。 

 

大会要項 

４．参加資格 

（１）都道府県代表校は都道府県予選会の優勝校とする。ただし優勝校が出場を辞退した

場合は次位校とする（男女各 47 校） 

→ 都道府県代表校の男女各 47 校と地区大会代表校の男女 11 校を含め、毎年男女 58 校

参加 

５．競技規定 

（２）男子チームは監督 1 名と選手 10 名、女子チームは監督 1 名と選手 8 名とする。た

だし選手のうち外国人留学生のエントリーは２名以内とし出場については 1 区を除く区間

で 1 名とする。 

→ 外国人留学生のエントリーは 2 名以内とし出場については、男子は 2 区または 5 区

（3 ㎞）、女子は 3 区または 4 区（3 ㎞）で１名の出場とする 

 ＊要項内記載文言は今後検討 

 

＜変更の経緯＞ 

・参加資格（出場校の増数） 

 都道府県予選会出場校の減少と全国大会出場校の特定化に対し、全国大会への出場機会

を広げ、地区大会開催意義を明確化する。 

 ＊これまで 5 年に 1 度、記念大会として 47 代表校に 11 地区代表校の 58 校の出場。京

都開催 50 年の平成 27 年度 男子第 66 回･女子第 27 回は男女とも 58 校に京都の 2 位

校含め、男女各 59 校が出場して開催。 

・競技規定（外国人留学生の出場区間の見直し） 

全国高体連が平成 6 年に「外国人留学生の大会参加について」を制定し、本大会では翌

年の平成 7 年度大会（男子第 46 回･女子第 7 回）から、「外国人留学生の参加は 2 名以

内として出場は 1 名」と規定。平成 20 年度大会（男子第 59 回･女子第 20 回）で、現

行の「1 区を除く区間で 1 名」と区間を定めたが、その後も検討事項として継続。 

全国高校駅伝大会、夏の高校総体（インターハイ）において外国人留学生の圧倒的な走
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りが続く中、平成 30 年の全国高体連陸上競技部常任委員会で改めて参加区間について

協議事項として取り上げ、令和元年に都道府県高体連陸上競技専門部に意見を求めるア

ンケートを実施。新型コロナウイルス感染症の対策で検討が中断したが、令和 3 年に改

めてアンケートを実施。2 回とも留学生参加区間を決めることに過半数が賛成。 

外国人留学生の参加は高校教育のグローバル化、日本選手の競技力向上は考えられるも

のの、外国人留学生の特性も考慮し、男女とも最短区間の 3 ㎞とした。今後も数年の大

会結果を検証し、継続検討とする。 

 


